
水生動物を計測している様子

礼作別ビオトープ水生動物調査

日 時 令和6年7月8日（月）

場 所 十勝川右岸礼作別ビオトープ

参加者
・十勝川中流部市民協働会議 9名

・帯広開発建設部 池田河川事務所 3名 計 12名

目 的 造成25年が経過した礼作別ビオトープにどのような生物がいるのかを確認するため。

内 容

今後始まる十勝川自然再生事業に向けての情報収集の一環として、平成11年に高

水敷の土取り場跡地を利用して造成された礼作別ビオトープで、水生動物（植物、

底生動物、トンボ類、魚類）の概要調査（定性的調査）を実施しました。

水生動物を捕獲している様子 捕獲した水生動物
（写真左：ヤチウグイ×2、右：エゾホトケドジョウ）



施工箇所

土取場跡地における湿地ビオトープ造成

十勝川礼作別湿地ビオトープ
平成11年（1999年）工事終了

十勝川河口

十勝川右岸中水敷 KP 6/23 ～ 4/24

翌夏

平成11年（1999年）掘削直後

平成11年（1999年）掘削前



土取場跡地における湿地ビオトープ造成
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ビオトープ造成後に確認された
主な重要種（止水25cm)

ミクリ（H15から生育）

施工翌年 空中写真（平成12年6月撮影）

礼作別 湿地ビオトープ

7月8日
調査地



礼作別ビオトープ水生動物調査

ヤチウグイ ドジョウまたはキタドジョウ エゾホトケドジョウ

調査日：令和6年（2024年）7月8日

環境省RL(2020) 北海道RL(改訂年)

コイ ヤチウグイ 26 準絶滅危惧 準絶滅危惧(2018)

ドジョウ ドジョウまたはキタドジョウ 2 備考欄参照 -
・ドジョウの場合は環境省RL:準絶滅危惧
　北海道では国内外来種
・キタドジョウの場合は環境省RL:情報不足

フクドジョウ エゾホトケドジョウ 8 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類(2018)

タニシ マルタニシ - 絶滅危惧Ⅱ類 -

モノアラガイ モノアラガイ - 準絶滅危惧 -

トンボ エゾカオジロトンボ - 準絶滅危惧 絶滅危急種(2001) 2024年6月29日確認

コオイムシ オオコオイムシ - - 希少種(2001)

マツモムシ マツモムシ - - -

マルガタゲンゴロウ - 絶滅危惧Ⅱ類 -

キベリクロヒメゲンゴロウ - 準絶滅危惧 -

エゾコガムシ - 準絶滅危惧 留意(2019)

エゾガムシ - 準絶滅危惧 情報不足(2019)

ガマ ミクリ - 準絶滅危惧 希少種(2001)

タヌキモ イヌタヌキモ - 準絶滅危惧 -

備考

植物

魚類

貝類

昆虫類
ゲンゴロウ

ガムシ

分類 科名 種名 個体数
重要種



礼作別ビオトープ水生動物調査

貝類 昆虫類

①マルタニシ
②モノアラガイ ① ② ③

④ ⑤ ⑥

①

②

③

⑤

⑥

オオコオイムシ マツモムシ マルガタゲンゴロウ

キベリクロヒメ
ゲンゴロウ

エゾコガムシ エゾガムシ

①
②
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